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旦過地区再整備事業に関する状況報告 

 

 

１ 旦過地区再整備事業（令和９年度完了予定）の概要 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 北九州市立大学の新学部設置の要望等の経緯について 
 

令和６年１月３０日 大学から市へ「北九州市立新学部設置について」要望書提出 

(「小倉都心部での設置」について、市に協力を要請) 
 
令和６年１月３１日  旦過市場役員が、市建設局に大学誘致の相談 

(ＢＣ地区が新学部の候補地となる可能性について) 
 
令和６年２月２６日  旦過市場との大学連携等に関する意見交換会 

          （旦過市場主催、大学・市建設局参加） 
 
令和６年３月１２,１３日 旦過市場が、臨時総会で大学誘致を意思決定 
 
令和６年３月１５日 旦過市場が、大学及び市へ要望書提出 

「旦過市場の今後のにぎわいづくりにかかる北九州市立大学 

との連携強化について」 

 

D 地区 

E 地区 

A 地区 
立体換地建築物 

（令和７年度末完成予定） 

令 和 ６ 年 ５ 月 １ ６ 日 
都市整備局神嶽川旦過地区整備室 

※現在、A地区及び BC地区で 

 営業中の店舗と移転交渉中 

A 地区 

BC 地区 

旦過地区再整備事業は、旦過地区に隣接する神嶽川の氾濫による浸水被害や 

木造建物の密集・老朽化など、地区が抱える防災面の課題を解決するため、 

神嶽川の「河川改修事業」と旦過地区の「土地区画整理事業」を一体的に実施し、 

防災安全性の向上を図るとともに、小倉都心部のさらなる賑わい創出を目指す。 

BC 地区 
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３ 旦過地区再整備区域における北九州市立大学の整備イメージ 
   

（１）北九州市立大学 新学部概要 

学部名称 （仮称）情報イノベーション学部 

入学定員 １１８名（収容定員４７２名） 開設時期 令和９年４月予定 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
４ ＢＣ地区へ新学部が設置される場合の再整備事業への影響 

（１）事業費 

     ＢＣ地区は権利者による建物整備であるため、再整備事業費は変更なし。 
 
（２）事業スケジュール 

旦過地区再整備事業は、現計画どおり令和９年度末の完成を予定 
                                                       
５ 期待される効果 

（１）小倉都心部のにぎわい創出 

     大学関係者約 500 名に加え、デジタル関連企業の都心回帰が期待できる 

（２）旦過市場と北九州市立大学の連携強化 

・多くの若者が長期間にわたり、旦過市場と関わりを持ち、 

「次の 100 年に旦過市場を繋いでいく」ことを目指す、大きな力となる 

・デジタル化への連携や大学施設の利用、学生のイベント参加など、 

幅広い連携が期待できる 

 

６ 今後のスケジュール 

令和６年度    既存建物解体/埋蔵文化財調査/立体換地建築物整備着手（Ａ地区） 

令和７年度    立体換地建築物整備完了（Ａ地区） 

令和８～９年度  Ｄ・Ｅ地区整備 

※ＢＣ地区建物整備/新学部開校 （※大学設置の場合） 

          

【建物検討図】 

【立体道路区域】 

・都市計画法にもとづく「地区計画」で道路区域

を立体的に定めることで、道路上空に建物整

備が可能となる 

【ＢＣ建物概要】 

敷地面積：約６２０ｍ2 

建物構造：鉄骨造５階建 
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